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ま
ほ
ろ
ば
合
同
成
人
式

参
加
者
報
告
会

1
月
4
日
、
鹿
児
島
県
大
和
村

で
「
ま
ぼ
ろ
ば
合
同
成
人
式
」
が

開
催
さ
れ
、
平
成

9
年
に
旧
大
和

町
か
ら

「ま
ほ
ろ
ば
連
邦
子
ど
も

サ
ミ
ッ

ト
」
に
参
加
し
た
新
成
人

(当
時
小
学

6
年
生
)
5
人
が
出

席
。
当
時
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
の
開
封
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

1
月

6
日
の
市
長
へ
の
報
告
会
で

は
、
参
加
者
か
ら
懐
か
し
い
再
会

の
様
子
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
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「旧伊藤博文邸」レプリカの除幕

山口県指定有形文化財.r旧伊藤博文
邸」のレプリカが、パーツ工業株式会社

(束荷)から寄贈され、 3月10日、 束荷小

学校の児童14人とともに、除幕式を行い

ました。寄贈されたレプリカは、文化セ

ンタ一入り口に設置。訪れるたびに、郷

土の誇りを再認識させてくれます。

「
子
ど
も
み
ま
も
る
カ
l
」
ス
テ
ッ
カ
ー
の
掲
示

と
「
メ
ロ
デ
ィ
パ
ト
ロ
ー
ル
」

2
月

6
日
か
ら
、
市
公
用
車

ω台
に
「
子
ど
も
み
ま
も
る

カ
l
」
の
ス
テ

ッ
カ
ー
を
掲
示
し
、
子
ど
も
の
見
守
り
活
動

画

を
開
始
。
ま
た
、
下
校

午闘

す
る
小
学
生
を
音
楽
と

戸

と
も
に
見
守
る

「
メ
ロ

デ
ィ
パ
ト
ロ
ー
ル
」
も

始
め
ま
し
た

。
今

後

も
、
地
域
や
学
校
と
連

携
し
、
地
域
の
防
犯
力

強
化
に
取
り
組
み
ま

す。

緑花ボランティア育成講習会

1月14日、緑花ボランティア育成のた

め、大和保育園で、第1回目の講習会を行

いました。この事業は、市民の皆さんに

樹木・花苗に関する知識や技能を学んで、

もらい、市民の皆さんとの協働により、

身近な緑地や花壇などの保全活動を進め

ようとするものです。今後も、花と緑が

あふれるまちづくりを進めていきます。

月

・

9

“
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女性のつどい・男女共同参画タウンミーテインクh光

3月18日、市民ホール

で、第2回目の「女性の

つどいJと「男女共同参
画タウン ミーテイング、in

光jを開催。ジャーナリ

ストの竹信三恵子さんに

よる講演やパネルディス

カッションを行い、地域

や家庭での男女の役割な

どについて会場の皆さん

と一緒に考えました。

室積・虹ケ浜海岸でクロマツを植樹

2月19日、 「虹ケ浜海岸松林復旧ボランティア事

業Jが、 2月26日には「むろづみ緑十字清掃・植樹大
作戦jが行われました。各行事ともに地域が中心とな

り、多くの市

民が参加。ふ

るさとの宝で

ある海岸松林

を再生しよう

と、クロマツ

やシャリンノf

イが植えられ

ました。

「
自
然
敬
愛
都
市
宣
言
」
を
議
会
で
可
決

自
然
を
敬
愛
す
る
心
を
全
国
に
発
信
し
、
自
然

敬
愛
へ
の
自
覚
と
意
識
の
向
上
を
呼
び
掛
け
る
た

め
、
全
国
で
初
め
て
の
「
自
然
敬
愛
都
市
宣
言
」

を
議
会
に
提
案
し
、

3
月
お
日
に
全
会

一
致
で
可

決
。
今
後
は
、
こ
の
宣
言
の
精
神
に
則
り
、
快
適

で
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

誕生記念植樹

3月19日、第25回目の誕生記念植樹

を冠山総合公園で行い、平成16年中に

誕生した子どものうち69人と、その家

族がシャクナゲの苗木を植えました。

この事業で植えられた記念樹は、今回

で2000本を突破しました。

14 8 
日日

9 
日 日

マ
耳
目
一
早
朝
登
山

V
ま
ぼ
ろ
ば
合
同
成
人
式
参
加

者
報
告
会

V
消
防
出
初
式

V
成
人
の
つ
ど
い

V
第

1
回
緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
講
習
会

V
第
日
回
光
市
駅
伝
競
走
大
会

V
三
島
憩
い
の
家
閉
館

V
阿
曽
沼
氏
墓
所
を
光
市
文
化

財
に
指
定

4 
日

7 
日

25 20 15 
日日日2 

月

「
d 

日

V
第
四
回
梅
ま
つ
り

(
3月
ロ

日
ま
で
)

V
市
公
用
車

ω台
に
「
子
ど
も

み
ま
も
る
カ

l
」
ス
テ
ッ
カ
ー

を
掲
示
・
「
メ
ロ
デ
ィ
パ
ロ
ー

ル
」
を
開
始

V
市
長
と
語
ろ
う
青
少
年
の
つ

ど
い
(
島
田
中
学
校
)

V
光
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

が
市
長
等
三
役
並
び
に
市
議
会

議
員
の
報
酬
等
に
つ
い
て
答
申

V
虹
ケ
浜
海
岸
松
林
復
旧
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
が
行
わ
れ
る

V
第

1
回
光
市
青
少
年
健
全
育

成
推
進
大
会
開
催

V
む
ろ
づ
み
緑
十
字
清
掃
・
植

樹
大
作
戦
が
行
わ
れ
る

6 
日

13 
日

19 
日

25 
日

26 
日3 

月

10 
日

V
山
口
県
指
定
有
形
文
化
財

「
旧
伊
藤
博
文
邸
」
レ
プ
リ
カ

設
置
除
幕
式

V
第
幻
回
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

V
第
お
回
藤
公
の
里
マ
ラ
ソ
ン

大
会

12 
日

18 
日

V
第
2
回
女
性
の
つ
ど
い
・
男

女
共
同
参
画
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ

-m光

V
第
お
回
誕
生
記
念
植
樹

V
光
市
議
会
で
自
然
敬
愛
都
市

宣
言
を
可
決

V
室
積
中
学
校
が
読
書
活
動
優

秀
実
践
校
と
し
て
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
賞

23 19 
日日

27 
日
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市
立
小
中
学
校
で

ニ
学
期
制
ス
タ
ー
ト

子
ど
も
た
ち
の
「
確
か
な
学

力
」
の
向
上
と
「
豊
か
な
心
」
の

育
成
を
目
指
し
、

4
月
1
日
か
ら

市
立
各
小
中
学
校
で
二
学
期
制
を

導
入
し
ま
し
た
。
各
学
校
で
は
、

二
学
期
制
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
教

育
活
動
に
よ
り
「
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

....・
2006、

• • 
ひ
か
り
太
鼓
保
存
会

創
立

ω周
年
記
念
式
典

6
月
3
日
、
ひ
か
り
太
鼓
保
存

会
創
立
叩
周
年
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ひ
か
り
太
鼓
は
、

市
民
憲
章
推
進
太
鼓
と
し
て
初
年

前
に
ス
タ
ー
ト
。
新
し
い
市
民
憲

章
の
精
神
を
広
め
る
原
動
力
と
し

て
、
現
在
も
な
お
活
躍
を
続
け
て

お
り
、
勇
壮
な
鼓
動
は
多
く
の
人

に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

大和地域交通安全対策連絡

協議会が設立

4月8日、地域でより効果的な交

通安全運動を行おうと、大和ス

ポーツセンターに大和地域の9団

体が集まり、 「大和地域交通安全

対策連絡協議会」を設立しまし

た。

室積・虹ケ浜海水浴場が 「快水浴場百選」に選定

室積・虹ケ浜海水浴場が「快水浴場百選」に選定され、

5月24日に環境大臣から認定証の交付を受けました。水質

や景観の素晴ら

しさに加え、ク

リーン光大作戦

やマツの植樹な

ど、両海岸で活

発に行われてい

る市民活動が高

く評価されまし

た。

• • 5周・..
「
伊
藤
公
の
森
」
オ
ー
プ
ン

事
¥

5
月
ロ
日
、
伊
藤
公

グ

認

記
念
公
園
内
に
、
「
ゃ

清
一一
r
L

ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県

M
M

J
民
税
」
を
活
用
し
て
整

-者
7ι

備
し
た
森
林
公
園
「
伊

，

y
h
m
v
藤
公
の
森
」
が
オ

l
プ

，

t

d
-rて

.
・
い

ン
し
ま
し
た
。
広
さ

-
C
l
-
m
h
の
森
の
中
に

ヤ
は
、
サ
ク
ラ
や
モ
ミ
ジ

な
ど

3
0
5
本
の
広
葉

樹
や
遊
歩
道
、
展
望
台

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ト』

_ f.~ ' J - (~\当!唾1品 子

「子どもみまもるカー」に

青色回転灯を設置

6月9日、公民館車両など8台の公用車に青

色回転灯を設置。卑劣な犯罪から子どもたち

を守るため、地域の防犯力の一層の強化に取

り組んでいます。

しょうぶ祭

約2500株の花しょうぶが咲く冠山総合公園で、

6月3日から11日までの9日間、第4回目のしょうぶ

祭を開催しました。期間中、公園の夜間開放や苗

木の即売会、撮影大会などを行い、約2万4000人

が来園しました。

ひ
か
り
未
来
航
海
2
0
0
6

共
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

6
月
口
日
、
「
子
ど
も
は
親

の
背
中
を
み
て
育
つ
!
」
を
テ
ー

マ
に
、
「
ひ
か
り
未
来
航
海
2
0

0
6
・
共
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
。
内
閣
府
大
臣
政
務
官
の
山

谷
え
り
子
氏
(
現
内
閣
総
理
大
臣

補
佐
官
)
の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
m

つ
く

り
を
目
指
す
光
市
に
と
っ
て
、
市

民
と
と
も
に
子
育
て
を
考
え
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

一一一一l
日

8 
日 4 

月
V
市
立
小
中
学
校
で
二
学
期
制

が
ス
タ
ー
ト

V
光
市
土
地
改
良
区
合
同
事
務

所
が
開
所

V
光
隣
保
館
が
浅
江
公
民
館
の

分
館
施
設
(
あ
さ
え
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
)
に

V
大
和
地
域
交
通
安
全
対
策
連

絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る

5 
月

12 1 
日日

V
市
民
活
動
補
償
制
度
を
創
設

V
伊
藤
公
記
念
公
園
内
に
「
伊

藤
公
の
森
」
オ
ー
プ
ン

V
普
賢
ま
つ
り
(
日
日
も
)

14 
日

24 
日

V
室
積
・
虹
ケ
浜
海
水
浴
場
が

「
快
水
浴
場
百
選
」
に
選
定
。

環
境
大
臣
が
認
定
証
を
交
付

V
ホ
タ
ル
鑑
賞
ま
つ
り

V
健
康
ウ
ォ

l
ク
-m
冠
山
総
合

公
園
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
山
根

浩
志
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
、
春

の
叙
勲
で
橋
本
賢
郎
さ
ん
が
瑞

宝
小
綬
章
を
受
章

28 27 
日日* 6 

月

3 
日

V
ひ
か
り
太
鼓
保
存
会
創
立
叩

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
る

V
第
4
回
し
よ
う
ぶ
祭
(
日
日

ま
で
)

V
第
日
回
水
道
ま
つ
り
・
自
然

敬
愛
都
市
宣
言
記
念
式
典

一
J
l

-
f
 

4 
日

9 
日

V
青
色
回
転
灯
を
設
置
し
た

「
子
ど
も
み
ま
も
る
カ
l
」
出

発
式
V
あ
じ
さ
い
祭
(
時
日
も
)

V
ひ
か
り
未
来
航
海
2
0
0
6

共
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

V
光
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
を

設
立
V
光
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
が
可
決
さ
れ
る

V
第
お
回
光
市
母
と
子
の
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式司司、

J
1
k
一

見
仁
¥

17 11 
日日

27 
日

29 
日

29 
日
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7月

束荷川で「水辺の教室」

7月4日、 束荷小学校3、4年生14人に

よる「水辺の教室」を聞きました。子

どもたちは、学校近くの束荷川に暮ら

す生き物の調査を通じて、身近な束荷

川の水質の良さを再確認するととも

に、豊かな生態系をはぐくむ水環境を

守ることの大切さを学びました。

.. ・

.・・・..."'2006・
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• 

お
っ
ぱ
い
ま
つ
り

8
月

6
日
、
あ
い
ぱ
l
く
光
で

「2
0
0
6
お
っ
ぱ
い
ま
つ
り
」

を
開
催
。
お
っ
ぱ
い
育
児
を
啓
発

す
る
た
め
、
参
加
者
と
と
も
に
光

市
に
飛
来
す
る
ユ
リ
カ
モ
メ
の
巣

づ
く
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「ふ
れ

あ
い
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
」
の
製
作
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
モ
ニ
ユ

メ
ン
卜
は
、
あ
い
ぱ

l
く
光
の
ロ

ビ
l
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「国立公園関係都市協議会」定期総会を光市で開催

7月7、8日、 「国立公園関係都市協議会」の定期総会が光市で開催さ

れました。この協議会は、国立公園に関係する都市が協力して、自然

と調和した潤pのある地域づくりを実現しようとする組織です。総会

のほか、クサフク産卵地の視察やクロマツの植樹体験などを通じて、

光市の恵まれた自然環境と自然敬愛のまちづくりを関係機関にPRす

ることがで、きました。

スターライトファンタジーin虹ケ浜

8月8日から15日までの8日

問、 「スターライトファン

タジーm虹ケ浜Jを開催。
期間中7万5000人が七色の浜

を訪れました。海岸の高度

利活用と自然環境保全意識

の啓発を目的とするこのイ

ベントは、光市の夏に欠か

せないものになりました。

まちづくり対話集会

新しい光市総合計画の策定にあた

り、市民の皆さんと意見交換を行うた

め、 「まちづくり市民協議会」との共

催で、 7月10日から8月5日までの問、市

内11会場で「まちづくり対話集会」を

開催。延べ1133人が参加し、 187件のご

意見、ご提言をいただきました。

光
花
火
大
会

7
月
却
日
、

室
積
御
子
洗
湾

沖
で
光
花
火
大

会
を
開
催
。
一

帯
は
、

3
万
5

0
0
0
人
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
夏
の

夜
空
を
彩
る
、

打
ち
上
げ
花
火

や
水
中
花
火
な

ど
約
2
7
0
0発
の
花
火
に
、
万
雷
の
拍
手
と
大
き

な
歓
声
が
延
々
と
続
き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
地
元
室
積
出
身
の
歌
手
あ
さ
み
ち
ゆ
き
さ
ん

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

た多したをと会ま学をホ卜ナ 10国 海
。くい」し英でし研し lラダ人報 8 タ十
あ発なた語はた修なム 11 や、告月曜
り言 どくの「 。をがス 'j オ高会 29 ~J~ 
まが頼な勉も報行らテア l校」日 1亘
し数もつ強つ告い語イでス生を、事

4開教業
一 一 南軍E富田町 人催育幅

、し委富
岡ま 員 凶
行し会報
教たで生
員 。「昼

よ2資A
がは派
宏 J脅ト

茄中事
。学業
カ生帰

まちづくりフォーラム

8月20日、市民ホールで「まちづくり

フォーラムJを開催。339人が会場に訪
れました。総合計画の中間報告のほ

か、総合計画策定アドバイザーで九州

大学大学院教授(現山口県立大学大学

院教授)の小川全夫さんが、市民との

協働によるまちづくりをテーマにした

講演などを行いました。

4 
日

V
束
荷
川
で
「
水
辺
の
教
室
」

V
海
外
派
遣
事
業
合
同
壮
行
会

V

「
国
立
公
園
関
係
都
市
協
議

会
」
定
期
総
会
を
開
催

(
8
日

ま
で
)

V
第
お
回
ク
リ
ー
ン
光
大
作
戦

V
市
内
日
会
場
で
「
ま
ち
づ
く

‘

り
対
話
集
会
」
を
開
催

(
8月

5
日
ま
で
)

V
総
合
計
画
中
間
案
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

を
開
始

(
8月
日
日
ま
で
)

V
海
水
浴
安
全
祈
願
祭
・
海
水

浴
場
海
聞
き

V
第

5
回
冠
山
総
合
公
園
ス

ケ
ッ
チ
大
会

V
第

2
団
地
域
景
観
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

-m光

V
夏
休
み
小
学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
(
お
日
ま
で
)

V
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ

l
ク
光
ま

つ
り
V

「
わ
か
ば
児
童
館
も
の
い
つ
く

り
図
書
コ
ー
ナ
ー
」
オ
ー
プ
ン

V
国
民
文
化
祭
1
0
0
目
前

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

V
第

1
回
光
市
国
民
保
護
協
議
会

V
冠
山
総
合
公
園
夜
間
庭
園

(
9月
8
日
ま
で
全

4
回
)

V
光
花
火
大
会

V
周
防
柱
松

5 
日
7 
日

10 9 
日日

15 
日

22 
日

23 
日

24 
日

26 
日

28 27 
日日

30 29 
日日

月

4 
日

V
島
田
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
奉
納

上
演

(
5
日
ま
で
)

V
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー

-m室
積

V
黒
杭
柱
松

V
2
0
0
6
お
っ
ぱ
い
ま
つ
り

V
あ
い
ぱ

l
く
内
に
「
ふ
れ
あ

い
モ
ニ
ユ
メ
ン
卜
」
完
成

V

「
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
イ

ン
光
」
が
開
催
さ
れ
る

V
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー

-m虹
ケ
浜
(
日
日
ま
で
)

V
英
語
指
導
助
手
と
し
て
ジ
エ

シ
カ
・
エ
リ
ド
ン
さ
ん
着
任

V
サ
ン
ド
ア

l
卜
・m
光

5 
日

6 
日

8 
日

9 
日

10 
日

15 
日

V
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
ヨ
ッ
ト
競
技
女
子
F

J
級
ソ

ロ
で
光
高
校
の
宝
迫
・
田
中
組

が
準
優
勝

V
戦
没
者
追
悼
式

V
ま
ち
、
つ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

V
海
外
派
遣
事
業
帰
国
報
告
会

29 20 19 
日日日
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し
ま
た
川
楽
校

干
潟
の
床
屋
さ
ん

9
月
3
日
、
島
田
川
河
口
の
干

潟
に
す
む
カ
ニ
を
通
じ
て
、
豊
か

な
生
態
を
は
ぐ
く
む
島
田
川
へ
の

関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
市

民
団
体
と
協
働
で
「
し
ま
た
川
楽

校
干
潟
の
床
屋
さ
ん
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
カ
ニ
を
捕
ま
え
た
り
、
ス

ケ
ッ
チ
し
た
り
と
、
思
い
思
い
に

干
潟
の
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

三
隅
塾
跡
記
念
碑
除
幕
式

9
月

9
日
、
束
荷
で
三
隅
塾
跡
記
念
碑
が
除
幕
さ
れ

ま
し
た
。
三
間
塾
は
、
幕
末
期
に
地
元
の
三
隅
勘
三
一郎

が
開
い
た
寺
子
屋
で
、
伊
藤
博
文
公
も
幼
少
期
の
約
2

か
月
間
、
こ
こ
で
読
み
書
き
を
学
ん
だ
そ
う
で
す
。
記

念
碑
の
建
立
は
、
地
元
有
志
に
よ
る
「
伊
藤
公
の
生
涯

を
考
え
る
会
」
が
発
案
。
こ
れ
に
賛
同
し
た
大
和
山
口

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
石
碑
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

七人の宰相特別展

9月9日から約1か月間、

伊藤公資料館で山口県出身

の歴代総理大臣七人の書や

軸などを展示する「七人の

宰相特別展jを開催しまし

た。館所蔵品や一般の人か

らお借りした作品、計23点

を展示し、期間中約1700人

が資料館を訪れました。

.---. 
2006、

• • 4・• 
国
体
セ

l
リ
ン
グ
競
技
で

光
市
勢
が
大
活
躍

兵
庫
国
体
セ

l
リ
ン
グ
競
技

で
、
少
年
女
子
シ
1
ホ
ッ
パ

l
級

ス
モ
ー
ル
リ
グ
の
三
輪
郁
加
さ
ん

(
光
高
3
年
)
が
優
勝
す
る
な
ど

光
市
勢
が
大
活
躍
。
山
口
県
チ
ー

ム
が
女
子
の
部
で

5
年
ぶ
り
の
総

合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
地
元

で
聞
か
れ
る

2
0
1
1
年
の
山
口

国
体
で
も
、
県
チ

l
ム
の
大
活
躍

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
光
ま
つ
り
」
と
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

を
リ
ニ
ュ

l
ア
ル

防災学習施設「あんしんねっと光」

入館2万人達成

光地区消防組合消防本部内に開設し

ている防災学習施設「あんしんねっと

光Jの入館者が、平成15年4月の開館
以来、 9月21日で2万人を達成しまし

た。2万人目となった熊谷やよいさん

(和田町)には、中村消防長から記念

品が贈られました。

5
月
に
開
催
し
て
い
た
「
光
ま
つ
り
」

を
新
市
の
誕
生
を
祝
う
ま
つ
り
と
し
、
市

民
ホ

l
ル
周
辺
に

会
場
を
移
し
て

叩

月

1
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

「
ふ
る

さ
と
ま
つ
り

-
m
Y

A
M
A
T
O」
は
秋

の
収
穫
を
祝
う
「
ひ

か
り
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
と
し
、
日
月

お
日
に
大
和
総
合

運
動
公
園
で
開
催
し

ま
し
た
。

J R岩田駅前水銀灯点灯式

10月2日、光防友

会からの寄付金を

もとに JR岩田駅
に設置した、水銀

灯の点灯式を行い

ました。列席した

光防友会副会長の

上田博幸さんは、

「こうした小さな

光をまち中に灯し

たpJと語りまし
た。

牛
島
朝
市

山
月
M
日、

「
牛
島
朝
市
」
を
開
催
し、

約
2
0
0
人
が
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
島
の
人
た
ち
の
笑
顔
に
迎
え
ら
れ
、
新

鮮
な
魚
介
類
の
販
売
や
漁
船
で
の
島

一
周
ク

ル
ー
ズ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

月

2 
日

'v第
包
囲
実
年
・

熟
年
・
寿
年

歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式

3 
日

干
潟
の
床

9 
日

V
し
ま
た
川
楽
校

屋
さ
ん

V
ふ
れ
あ
い
・
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ

f
，
'レ
V
伊
藤
公
資
料
館
で
「
七
人
の

宰
相
特
別
展
」
(
叩
月
9
日
ま

で
)V一二
隅
塾
跡
記
念
碑
除
幕
式

V
あ
ん
し
ん
ね

っ
と
光
が
入
館

2
万
人
達
成

V
光
市
消
防
団
大
火
防
御
訓
練

マ
其
庫
国
体
代
表
選
手
壮
行
式

V
伊
藤
博
文
公
歴
史
講
座
開
講

(日
月
日
日
ま
で
全

4
回
)

21 
日

30 27 24 
日日日10 

月
日

V
2
0
0
6
光
ま
つ
り

V
市
営
パ
ス
の
路
線
、

ダ
イ
ヤ

等
を
改
正

V
J
R
岩
田
駅
前
に
水
銀
灯
点
灯

V
夜
間
庭
園
十
五
夜
ラ
イ
ブ

V
ひ
か
り
全
国
人
形
劇
フ

ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ア

l
卜
人
形
出
発
式

マ
早
長
八
幡
宮
秋
祭
り

V
第
担
岡
市
民
体
育
大
会

V
光
市
自
然
敬
愛
推
進
委
員
会

を
設
置

V
牛
島
朝
市

V
市
民
ホ
1
ル
開
館
町
周
年
記

念

「美
輪
明
宏
音
楽
会
」

V
第

2
回
光
市
美
術
展
覧
会

V
岩
田
駅
前
ワ
イ
ワ
イ
ま
つ
り

V
第
4
回
消
防
ま
つ
り

2 
日
6 
日
7 
日

8 
日

10 9 
日日

14 
日

29 28 17 
日日日

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
川
口
敬

次
さ
ん
、
木
村
義
明
さ
ん
が
瑞
宝

単
光
章
、
秋
の
褒
章
で
加
藤
正
暢

さ
ん
が
藍
綬
褒
章
を
受
章

兵
庫
国
体
セ

l
リ
ン
グ
競
技
女

子
の
部
で
光
市
勢
を
中
心
と
す

る
山
口
県
チ
!
ム
が
総
合
優
勝
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人権週間のつどい

12月2日、人権問題に対する正

しい認識を広めることを目的に、

市民ホールで「人権週間のつど

pJを開催しました。一日人権擁
護委員の委嘱や石川牧子さん(日

テレ学院学院長)による講演が行

われ、最後に「人権週間のつどい

光アピールjが採択されました。

冠
山
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

日
月
日
日
、
開
園

5
周
年
を
記
念

し
、
冠
山
総
合
公
園
で
橋
本
康
夫
さ

ん
・
美
香
子
さ
ん
ご
夫
妻
の
結
婚
式
を

行
い
ま
し
た
。
2
人
は

7
年
前
に
結
婚

し
、
現
在

6
歳
の
健
斗
君
と

3
人
暮
ら

し
。
家
族
そ
ろ
っ
て
の
式
で
し
た
。

ひかり全国人形劇フェスティバル

第21回国民文化祭期間中の11月4、5

日、市内3会場で「ひかり全国人形劇

フェスティパルjを開催。全国から集

合した37の人形劇団がファンタジック

な世界を繰り広げ、観客を魅了しまし

た。二日間で、延べ1万7500人が来場

しました。

灯花祭

12月23日、冠山総合公園で

4回目の「灯花祭jを開催。

ロウソク入りの竹筒2006本が

並んだ園内は、街なかのイル

ミネーションとは違う幻想的

な雰囲気に包まれました。イ

ベン卜広場には、ロウソクの

灯でウt市の花木であるウメと
マツが見事に浮かび上がりま

した。

ひかりファンタジア2006

シ
ン
ジ
ュ
の
木
を
植
樹

日
月
日
日
、
旧
光
海
軍
工
廠
正
門
近
く
の
公
園

に
、
友
清
坦
さ
ん
(
広
島
市
)
寄
贈
の
シ
ン
ジ
ュ

を
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
の
木
は
、
工
廠
の
廃
材
で

戦
後
再
建
さ
れ
た
広
島
市
の
本
川
橋
付
近
に
自
生

し
て
い
た
木
で
す
。
工
廠
で
大
空
襲
を
体
験
し
た

友
清
さ
ん
は
、
植
樹
し
た
木
を
見
上
げ
な
が
ら

「
空
襲
で
亡

く
な
っ
た

7

3
8人
が
生

き
残
り
た
い

と
訴
え
て
い

る
よ
う
に
思

え
た
」
と
話

さ

れ

ま

し

た
。

illlllll'j 
千葉県横芝光町と

友好交流をスタート

「第
1
回
神
寵
石
サ
ミ
ッ
ト

光
市
実
行
委
員
会
」
を
設
立

ロ
月
四
日
、
市
内
関
係
団
体
と

関
係
機
関
等
の
代
表
者
に
よ
る

「
神
龍
石
サ
ミ
ッ
ト
光
市
実
行
委

員
会
」
を
設
立
。
光
地
方
史
研
究

会
会
長
の
有
沢
二
夫
さ
ん
が
、
会

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
2
月
の
サ

ミ
ッ
ト
本
番
に
向
け
、
実
行
委
員

会
を
中
心
に
協
議
・
検
討
を
行
い

ま
す
。

合併で誕生した千葉県横芝光町との

友好突流を継続するため、 11月26日の

「ひかりふるさとまつり」会場で友好

交流都市の調印式を行いました。これ

までの歴史を引き継ぎ、さらなる友好

交流を進めていきます。

12月24日、国土交通省の呼

び掛けで「ボランティア

ロードJが実施されまし
たo r自分たちのまちをき
れいにしたい」という思い

を実践するこの活動に、市

民活動団体などから約20人

が参加。島田市交差点に美

しい花壇が誕生しました。

国道188号ボランティアロード
1下s、 τ奇骨r- ___ ~ 
H1' 恥師

月

2 
日

V
光
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
を
設
置

V
ひ
か
り
全
国
人
形
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

(
5
日
ま
で
)

V
冠
山
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

V
ル

l
ラ
ル
・
ゅ
う
ゅ
う
フ
エ

ス
タ
V
旧
光
海
軍
工
廠
正
門
近
く
の

公
園
に
シ
ン
ジ
ュ
の
木
を
植
樹

V
光
市
議
会
議
長
に
市
川
照
氏

が
再
選
、
芦
原
虞
氏
が
副
議
長

V
室
積
小
学
校
で
「
狂
言
鑑
賞

会山」

4 
日

12 11 
日日

13 
日

20 
日

21 
日

26 
日

V
ひ
か
り
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

V
千
葉
県
横
芝
光
町
と
「
友
好

交
流
都
市
」
の
調
印

V
市
長
と
語
ろ
う
青
少
年
の
つ

ど
い
(
室
積
中
学
校
)

秋
の
叙
勲
で
小
田
正
弘
さ
ん
、

熊
野
徳
亥
さ
ん
が
瑞
宝
小
綬
章

を
受
章

29 
日宮崎12 

月
日

V
沼
山
総
合
公
園
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
(
お
日
ま
で
)

V
人
権
週
間
の
つ
ど
い

V
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
安
流
会

10 2 
日日

16 12 
日日

V
教
育
委
員
会
選
奨
交
付
式

V
ツ
イ
ン
ク
ル
コ
ン
サ
ー
ト

19 
日

V
第
1
回
「
神
龍
石
サ
ミ
ッ
ト
」

光
市
実
行
委
員
会
設
立

V
第
4
回
ひ
か
り
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
2
0
0
6

灯
花
祭

V
国
道
1
8
8号
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ロ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
る

V
光
市
議
会
で
「
光
市
基
本
構

想
」
を
議
決
。
都
市
の
将
来
像

が
「
人
と
自
然
が
き
ら
め
く

生
活
創
造
都
市
」
に
決
定

23 
日

24 
日

26 
日
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[表紙の写真]

「国民文化祭 ・やまぐち2006Jの開

催期間中の11月4目、5目、市内 3会場

で「ひかり人形劇フェスティバル」を

開催しました。4日の夕方には、フェ

スティパルをみんなで盛り上げ、ょう

と、市民ホール周辺で「人形パレー

ド」が企画され、県内外の人形劇団関

係者や市民約500人が思い思いの人形

を手に参加。にぎやかなパレードに、

沿道から大きな声援があがりました0

・ 「フォト光」は、広報ひかりでご紹

介した光市の一年間の出来事等を、写

真を中心に編集したものです。
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